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主な条件
①1.2mを超えるブロック塀等であること
②ブロック塀等が道路に面していること
③通学路区域内にあるブロック塀等であること

補助額
Ａ【基礎撤去無】ブロック塀等の延べ長さ×12,000円
　【基礎撤去有】ブロック塀等の延べ長さ×19,000円
Ｂ 施工業者からの見積×3分の2
　 ※Ａ・Ｂいずれか低い金額が補助されます。（上限20万円）

2.ブロック塀等の撤去費補助

住宅リフォーム補助とブロック塀等の撤去費補助について留意点

対象工事
①バリアフリー改修工事（段差解消/手摺設置）
②省エネ改修工事（窓、床、壁、屋根の断熱工事等）
③空き家の改修工事（台所/浴室/便所の改修等）

1.住宅リフォーム補助

令和5年度 決算に基づく沖縄市財政の健全化判断比率等の公表について令和5年度 決算に基づく沖縄市財政の健全化判断比率等の公表について
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第22条第１項の規定により、令和5年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率を次のとおり公表します。
　令和５年度決算に基づく沖縄市の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」は、すべての指標において「早期健全化基準」
及び「経営健全化基準」を下回っております。

*1 実質赤字比率、連結実質赤字比率が、｢－｣と表記されているのは、赤字額がないことを
表しています。

*2 各会計の資金不足比率が、「－」と表記されているのは、資金不足がない
ことを表しています。

○各比率について
実質赤字比率 ………… 一般会計等でどの程度の赤字があるのかを表した比率です。
連結実質赤字比率 …… 市全体でどの程度の赤字があるのかを表した比率です。
実質公債費比率 ……… 借金の返済がどの程度あるのかを表した比率です。
将来負担比率 ………… 将来どの程度の負担があるのかを表した比率です。
資金不足比率 ………… 各公営企業会計でどの程度の資金不足があるのかを表した比率です。
※市公式ホームページにて、より詳しい資料を公開しています。

○健全化判断比率 ○資金不足比率

沖縄市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

5.6%

30.8%

11.68%

16.68%
25%

350%

20%
30%

35%

会計名

水道事業会計

下水道事業会計

沖縄市の比率 経営健全化基準

20%

20%

（補助率25％、上限額25万円）

④耐久性などを向上させる改修工事（屋上防水/剥離補修等）
⑤子育て支援改修工事（子供の事故防止等）
⑥テレワークの推進改修工事（テレワークスペースを設置する工事）

※上記以外の工事については、受付を終了しております。

※予算が無くなり次第、受付終了となります。

問 住まい建築課 住まい係　☎098-894-6139

問 財政課（内線2337）

▲詳しくは
こちら

▲詳しくは
こちら

申請前に着手していないこと
令和5年度沖縄市住宅リフォーム支援事業を受けていないこと
令和7年2月末までに工事完了が可能であること 
20万円以上の工事であること（ブロック塀等の撤去費補助を除く）
沖縄市に本社がある法人または沖縄市に事務所を有し、本市に住民登録している
個人が行う工事であること

1.
2.
3.
4.
5.

沖縄市住宅リフォーム補助・ブロック塀等の撤去費補助受付中
令和6年度

*1
*2

かが け　こどもの未来　 の For The Future

of Our Children 4Vol.
「赤ちゃんをどこへ遊びに連れて行けば良いかわからな
い」「うちの子は順調に成長しているのかな」など、子育て
は楽しい反面、家で子どもと2人きりだとつい色々考えて
しまいます。
そこで、乳幼児を子育て中の方や妊娠中の方が安心し
て利用できる場所として、子育て支援センターや子育て
ひろば、子育てサークルを実施しています。子どもと気軽に
遊びに来て、保護者間で情報や経験を共有し合える場所
を目指しています。毎月子育て講座や親子イベントなど
も行っているので、ぜひ覗いてみてください。

赤ちゃんとのお出かけにいかが？

▲子育てサークル情報 ▲センター・ひろば情報

名称 場所 開館日
あけぼの子育て支援センター

つどいの広場（いけはら）

つどいの広場（なかのまち）

つどいの広場（あわせ）

出張ひろば

子育てサークル

胡屋あけぼの保育所2階

池原自治公民館内

中の町自治公民館内

泡瀬第3自治公民館内

宮里児童センター内

公民館や児童館など

月～金

月・水・金

火・木・金

火・木・金

水・木

バス遠足でエイ
サー会館を訪問

ムーチー作り

夏はみんなで水遊び
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観光スポーツ振興課　　098-939-1212（内線3293）問

あけぼの子育て支援センター 098-933-9330問 保育・幼稚園課 098-939-1212（内線3172）問

▲ 美化活動を行う
　 #14 岸本隆一選手

▲ 朝のあいさつ運動 ▲ 子どもたちとグッズ製作

ホームタウン地域活動レポート
沖縄市をホームタウンとして活動するプロバスケット
ボールチーム「琉球ゴールデンキングス」は、「沖縄をもっと
元気に！」という活動理念のもと、地域活動を行っています。
選手やマスコットキャラクターのゴーディー、ユースチーム
の選手、社員らが参加し、地域の皆様と交流しながら、子ども
たちの夢や成長の応援、地域の魅力発信や美化活動などに
取り組んでいます。
今年もキングスのマスコット ゴーディーが沖縄市内の小
中学校全24校を訪問し、朝のあいさつ運動を実施しました。
あいさつを通して子どもたちとのつながりを深め元気と

琉球ゴールデンキングス
活力をお届けしています。
2025年1月25日(土)、26日(日)のホームゲーム宇都宮
ブレックス戦では、沖縄市の魅力を発信する「Enjoy Okinawa 
City Day」を開催します。4回目となる今回は、より多くの
方々が沖縄市を訪れその素晴らしさを体感できるよう、沖縄
アリーナ内だけではなく、沖縄市産業まつりの会場や市内
各所でも様々なイベントを実施します。
今後もキングス一同でホームタウン沖縄市の活性化に
寄与できるよう努めてまいります。
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